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「太陽光発電の
北九州トライアングルモデル」の取組み
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北九州市 環境局 グリーン成長推進部 
再生可能エネルギー導入推進課 地域連携担当係長

１． 「太陽光発電の北九州トライアン
グルモデル」とは

令和６年11月25日、北九州市は、まだ実
績の少ないリユースパネルを積極的に導入
するため、高レベルなリユース・リサイク
ル技術を持っている企業（（株）浜田・（株）
新菱）とタッグを組み、太陽光パネルのリ
ユース・リサイクルを官民一体で進め、太
陽光発電の導入拡大と大量廃棄の課題を同
時に解決する全国初の「太陽光発電の北九
州トライアングルモデル」を構築するため、
令和６年11月25日（月）13：00～連携協定
締結式を行った。上記モデルを構築した背
景や課題、内容と今後のロードマップにつ
いて説明した。

２．背景

カーボンニュートラル実現のためには
様々な課題がある。北九州市は、サステナ
ビリティを体現する世界有数の都市とし
て、カーボンニュートラルに向けた課題を
世界に先駆けて解決していく。

例えば令和６年９月には、アジアの地方
自治体で初めて、24時間365日いつでも脱
炭素なエネルギーを供給するという国連の

イニシアティブ（24/7Carbon Free Energy 
Compact）へ加盟した。

24/7Carbon Free Energy Compact
（24/7CFE）とは、2021年９月に国連主導
で提唱されたイニシアティブであり、当該
イニシアティブは蓄電技術等の活用により
脱炭素エネルギーによる電力の同時同量の
達成を目指している。グーグルやマイクロ
ソフト等の大手IT企業を含む世界165団体
が加盟しており、日本国内の民間企業では、
三菱電機（株）や（株）JERAなどを含む８社
が加盟している（令和６年時点）。

北九州では、グリーン産業の集積ととも
に再生可能エネルギー等の環境価値を提供
することにより、市内企業の国際競争力の
強化を図ることとしている。

北九州市には、豊富な再エネ発電量（再
エネ発電量政令市１位）、多様な再エネの
確保（バイオマス発電容量政令市１位）、
蓄電技術の活用など、再エネの有効活用が
可能となるポテンシャルが揃っている。こ
の よ う な ポ テ ン シ ャ ル を 活 か し て、
24/7CFE対応型の電力メニューの創設に
向けて取組みを推進する。

具体的には、令和６年度に需要家となる
市内企業や市内に立地する再エネ発電事業
者等のニーズ等を把握するための調査を行
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い、令和８年度には、地域新電力である北
九州パワーと連携して、本格的に24/7CFE
対応型電力メニューの供給を開始すること
を目指す。

これもまさに、24時間365日いつでも脱
炭素エネルギーを供給するという世界的課
題の解決を目指すものである。そのために

は、再生可能エネルギーの
さらなる導入拡大は欠かせ
ない。

太陽光発電の課題は、大
きく二つある。

一つは、さらなる導入の
拡大。カーボンニュートラ
ルのためにはまだまだ導入
の拡大が必要。安価な導入
方法などによってさらなる
拡大が求められている。

もう一つは、大量廃棄問
題。太陽光パネルが大量に
廃棄される時代が目の前に
来ている。データで見てみ
ると、太陽光発電の導入量
については、国の目標では、
2030年まで、あと約５年間
で今より約1.6倍もの導入
拡大が必要（図１）。また、
大量廃棄問題については、
2030年代半ばから大幅に増
加し、最大50万ｔ程度まで
増加すると見込まれてお
り、いずれは全埋立ごみの
約５％を太陽光パネルが占
めてしまうとも言われてい
る（図 2）。

３． 「太陽光発電の北九
州トライアングルモ
デル」の全体像

今回、今後ますます求め
られる太陽光発電の大量導入と、今後予測
される大量廃棄問題を一挙に解決する仕組
み、これが、「太陽光発電の北九州トライ
アングルモデル」である（図 3）。

まず、リユースパネルを率先導入する北
九州市、そして、リユース・リサイクルビ
ジネスのリーディングカンパニーで、リ

図 2　太陽光パネルの排出量予測

図１　国の太陽光発電の導入目標
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ユースパネルで発電事業を行う（株）浜田、
さらに、日本最大のリサイクル産業集積地
である北九州エコタウンを代表する企業
で、高度な太陽光パネルリサイクルを行う

（株）新菱、この三者がトライアングルと
なって、太陽光パネルのリユース・リサイ
クルを官民一体で進め、太陽光発電の導入
拡大と大量廃棄の課題を同時に解決する。

４． 再エネの導入拡大について

24時間365日いつでも再生可能エネル
ギーを供給する挑戦のためにも、再生可能
エネルギーの量を確保しなければならない。

日本は、平地が少ない。一方で、再生可
能エネルギーもまだ足りない。むやみに野
山を切り開いて太陽光パネルを設置するの
もおかしい。今後は、既存の施設の屋根に
どれだけ太陽光パネルを設置できるかが重
要である。しかしながら、設置費用を抑え
たい、リユースパネルは品質が不安、建物
の改修などで20年間設置できないなどのい
くつかの課題がある。

ここで、（株）浜田が、リユースパネルを
用いて、パネルの発電性能も保証しながら
発電事業を行うことで、新品より安価に屋
根への設置が可能となる。このとき、例え
ば設置期間が20年間から10年間に半減する
ようなケースも想定される。そうすれば、

野山を切り開いて設置する
のではなく、今まで導入が
難しかった屋根への導入が
進む。

また、リユースパネルで
発電事業を行う事例は全国
でも珍しく、品質面などで
不安に思う人も多い。そこ
で、まずは北九州市が率先
して公共施設へ導入を進
め、実績をつくり、その後、
市内の民間企業などへ、普

及展開を行う。
これにより、市の公共施設のみならず、

日本中、これまで導入が難しかった施設へ
の導入が、間違いなく加速する。

５．大量廃棄問題の解決について

大量廃棄問題の解決については、まずな
んと言っても北九州市には世界的にも有名
なエコタウンがあり、そこを代表する企業
が（株）新菱である。
（株）新菱は、日本初の分解・選別技術で、

太陽光パネルからガラスやアルミなどをリ
サイクル率99％以上で取り出すことができ
る。

太陽光パネルの構造は、アルミ・ガラス・
シリコン・銅配線・プラスチックの各素材
で構成されており、EVA樹脂（エチレン
ビニルアセテート）で強固に接着されてい
る。資源循環するには素材ごとの選別が必
要でEVA樹脂の除去が課題となっている。

（株）新菱は、経済産業省NEDO事業のもと
EVA樹脂を熱でガス化し除去する技術開
発を行い、効率的に熱回収をする連続式
EVA熱分解処理炉を選別ラインに取り込
んだ。熱分解後、乾式振動篩やエアーテー
ブルなどを用い選別を実施し、素材別に取
り出し、高度なリサイクルを可能とした。
この技術が注目され、日本中や海外からも

図 3　 全国初　太陽光発電の北九州トライアングルモデルの全体像
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視察が来ている。
そこに、リユース・リサイクルのリーディ

ングカンパニーである（株）浜田にも参加し
てもらい、リユースを通じて廃棄量のピー
クを平準化させることも可能となる。これ
により、市内でリユースからリサイクルま
で一貫した資源循環ビジネスが完結する

（図 4、図 5）。

６．今後のロードマップ

今後のロードマップについては、まず
ファーストステップとして今年度、公共施
設１施設にリユースパネルを導入する（図

6）。場所は「若松市民会
館（北九州市若松区本町３
丁目13－１）」を予定して
いる。ステップ２として、
来年度以降、小中学校や児
童館などの公共施設への率
先導入をさらに拡大する。
ステップ３として、民間企
業や北九州連携都市圏域全
体への拡大、さらには、得
られたノウハウで関連産
業・分野を発展させ、最終
的には、太陽光発電以外の
トライアングルモデルの展
開にも挑戦していきたい。

太陽光発電以外では、例
えば蓄電池が考えられる。
令和６年11月、北九州市は、
行政と地域企業の連携で車
載用蓄電池リサイクル実証
を行うという日本初の試み
を開始した。

北九州市は、令和４年４月
に、トヨタ自動車九州（株）
とカーボンニュートラルに
関する連携協定を締結し、
車載用蓄電池の３Ｒ（リビ
ルド・リユース・リサイク
ル）実現に向け、人材交流
を含めた勉強会の実施や、
エコタウン企業などの地域
企業と連携した取組みを進
めてきた。その結果、今後、
廃棄量の増加が予想される

図 4　 太陽光発電の北九州トライアングルモデルで再エネ導入拡大

図 5　 大量廃棄問題を解決する太陽光発電の
北九州トライアングルモデル

図 6　ロードマップ
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車載用蓄電池 リチウムイオン電池につい
て、トヨタ自動車九州（株）、日本磁力選鉱

（株）、西日本オートリサイクル（株）が連携
してリサイクルするFS（事業化可能性）
実証が、令和６年２月からスタートした。

車載用リチウムイオン電池は、現状では
無害化処理が中心で、レアメタルなど蓄電
池に含まれる希少な資源のリサイクルが進
んでいない状況にある。これまで実施した
FS実証により、蓄電池の分解・無害化処

図 ７　 北九州グリーンインパクトの政策パッケージ
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理にかかる作業コスト、リサイクル資源と
して得られるニッケルやコバルトなどのレ
アメタルを含むブラックマス（ＢＭ）や鉄・
銅など有価金属の回収効率など、リサイク
ル事業を継続的に進めるために必要な基礎
データが得られた。今後も、これらの取組
みを支援し、ＢＭを蓄電池材料に戻すため
の技術検証や、より安全性の高いリサイク
ル手法の確立に向けた取組みを進め、北九
州エコタウンを中心とした北部九州エリア
での車載用蓄電池のリサイクル拠点化を目
指していく。

７．北九州グリーンインパクト

北九州市において「環境」はアイデンティ
ティであり、全国に先駆けて多くの政策を
展開している。市内では政令市トップクラ
スの再生可能エネルギーや国内最大級のリ
サイクル産業などグリーン産業が集積して

いる。また、大規模洋上風力発電の建設や
水素拠点化の動きが加速しており、本市の
強みとして『Real（現場・実物）』が存在
している。環境と経済の好循環によるゼロ
カーボンシティの実現を目指すとともに、
日本最大のグリーン産業の総合拠点化が、
北九州市の経済成長に強力なインパクトを
与えることで、新たな投資促進・雇用創出・
競争力強化に繋げ、「稼げるまち」の実現
に貢献していく。この政策を「北九州グリー
ンインパクト」というパッケージで推進し
ており（図 ７）、「太陽光発電の北九州トラ
イアングルモデル」もこの一環に位置付け
られている。

今後とも、北九州市は、北九州グリーン
インパクトとして、様々な政策を展開し、
日本、アジアや世界のサステナビリティに
貢献するとともに、都市としての競争力を
強化していく。
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